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情報の収集・迅速な伝達 
ホームページの閲覧 
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世帯・事業所および企業でのインターネット普及率

インターネットの普及の背景
国によるIT戦略の取り組み
	年
	IT戦略名
	主な政策

	2001年
	e-japan戦略
	IT基盤整備

	2003年
	e-japan戦略II
	IT利用・活用重視

	2006年
	IT新改革戦略
	ITの構造改革力の追求


民間企業を始め、自治体、教育機関への急速な導入
インターネットの恩恵
情報公開 
情報収集 
電子商取引
双方向コミュニケーション 
時間・場所・個人の促成（年代や性別など）を選ばずに自由に使える
活発な情報交換
インターネットのリスク
ウイルス感染 
知的財産権侵害 
情報漏えい 
有害サイト 
誹謗中傷
正しい知識がないと加害者にも被害者にもなり得る
リスク事例
ウイルス感染
送信者不明なメールを受信した。添付ファイルを開けば内容がわかるだろうと思い、添付ファイルを開いたらウイルスに感染した。
ウイルスに関する知識
知的財産権侵害
気に入った写真社ロゴなどをほかのホームページからコピーして、自分のホームページに載せた。ホームページ所有者から知的財産権の侵害を指摘された。
知的財産権に関する知識
ITリテラシー向上の必要性
大量な情報の中から必要なものを探し出せる
目的に沿って情報を加工できる
情報を効果的に利用できる
発信される情報を正確に評価できる
ITリテラシー（情報を使いこなす能力）の向上
ネット社会の安全性

世帯	
平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	34	60.5	81.400000000000006	88.1	86.8	87	事業所（5人以上）	
平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	44.8	68	79.099999999999994	82.6	81.8	85.7	企　業（300人以上）	平成12年	平成13年	平成14年	平成15年	平成16年	平成17年	95.8	97.6	98.4	98.2	98.3	99.1	
(%)



